
平成２９年度 教育事業 

ディスカバリー北海道【2nd ディスカバリー】 

 

・冬の日高周辺のフィールドを活かし、雪や冬山など厳しい環境の中で 

体験活動を行うことで、コミュニケーション能力や、自己肯定感の 

向上を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】・１日目に時間のゆとりを持たせ、２日目からの山小屋泊準備に多くの時間を割いたため、参加者のイメージづくりにもつながり、山小屋泊当日
もばたばたとせずに出発することができた。 
・スノーモービルで山小屋まで荷物を運搬できなかったことから、調理用の水やその他の物品についても参加者（スタッフを含め）に分担した。
分担の際に、グループで運ばなければならないすべてのものを示し、グループ内でどのように分担するかを相談させたため、グループ内のコミ
ュニケーションが深まった。 

・これまで背負ったことのない重さのリュックサックを背負い、スノーシューでの登山をやり遂げた参加者は、自信につながったのか、ネガティ
ブな発言が少なくなった。 

【課題】・スノーモービルで山小屋まで往復できない状況であったが、山小屋泊中の緊急時対応について検討し体制を整えておく必要があった。（例えば、
本館に宿直者以外の職員を緊急時対応のため宿泊させるなど） 

 
    

国立日高青少年自然の家 

期日：平成３０年３月２６日（月）～３月２８日（水） 

会場：国立日高青少年自然の家 

対象：小学４年生～中学１年生 

人数：３１名（参加者２５名、職員４名、ボランティア２名） 
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